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研究分野の分類 11 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 ■ ＩＴ □ ナノ □ バイオ □ 環境・エネルギー □ その他 
キーワード(5 個以内) セルオートマトン 圧縮符号化 可逆符号化 時系列解析 カオス 
研究情報の名称 セルオートマトンのルール系列を用いた可逆圧縮符号化及び暗号化技術 
[概要] セルオートマトンのルールを用いて，ディジタル信号の高圧縮率な可逆符号化を実現するこ
とを目的としている．具体的には，セルオートマトンの 256 個のルールの中の，2 個のルール対を
用いて記述を行う．高圧縮率を実現するためには，どのルール対を用いるかが重要である．そこで，
（１）データ毎で，高圧縮を与えるルール対を調べ，（２）データの特性とルール対の関係を明らか
にし，（３）汎用的な高圧縮可逆記述手法を確立することを目指す．更に，（４）可逆圧縮記述を実現
するルール系列が生成するアトラクター構造を解析し，データの背後に潜む動力学的特徴を明らかに
することを目指す研究である． 
[新規性] セルオートマトンのルール系列から生み出されるアトラクタ構造を用いて，非線形動力学と
いう観点から音信号の可逆圧縮記述を実現しようとする点，及び複雑系の情報記述能力を踏み込んで
調べようとする 2 点． 
[応用例] 我々は，既に実際の音楽 CD から抽出した音楽データ（クラシック音楽及び日本のポップ
ミュージック等）や単語の発話データに対して提案手法を適用し，可逆圧縮記述が可能であることを
示している． 
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